
 

朝野
あ さ の

 洋一
よういち

 原則月 2 回 第 2・第 4 日曜日 9 時 30 分～ 

概 要：海洋は地球上の生命の故郷であり、その豊かな資源は今日まで人類を始め多くの生

物の命を支えてきた。しかし、近年はプラスチック廃棄物による汚染が大きな問題となってお

り、マイクロプラスチックの海洋生物への影響は深刻である。さらに水産資源量の減少、温

暖化に伴う海面上昇や海流の変動、原子力発電所からの放射性廃棄物放出など問題が多

い。広大な面積と膨大な水量を有し、総てを飲み込んでくれるように思える海洋だが、限界

が見えてきた。持続可能な開発目標の一つである海洋についての理解を深めたい。 

計 画：テキストは 2018 年刊行の Oxford UP 版を使用。1951 年の初版に著者注を加えた

1961 年版を基にしているため、その後著しく発展した生物・地球・海洋諸科学の知見を参照

しながら読む必要がある。日本語訳（「われらをめぐる海」早川ノンフィクション文庫）もある

が、原文を丁寧に読むことを心掛ける。 

テーマ『R.Carson : The Sea Around Us.を読む』 

 

井上
いのうえ

 栄一
えいいち

 原則毎月第 4 土曜日 9 時 30 分～ テーマ『園芸生産の持続的な発展について考えよう』 

概 要：農業生産のうち果実や野菜などの園芸作物は副食性食品として我々の健康維持

に欠かせない品目です。茨城県は全国有数の園芸生産県ですが近年では担い手不足な

どによる生産者の減少や産地の弱体化に悩まされています。本ゼミでは園芸生産におけ

る持続的な発展を妨げる課題について知識を深めるとともにその解決策について議論し

たいと思います。 

計 画：まず教員から園芸生産の持続的な発展の障害となっている課題について問題提

起しその背景について話題提供します。次にその課題について皆で情報収集して解決策

を考えます。情報収集の一環として、特色のある取り組みや試験を行っている産地、経営

者および試験研究機関などの見学も積極的に取り入れたいと考えています。 

メッセージ：我々の生活に欠かせない野菜や果物などの園芸作物が安定的に供給される

にはどうしたらよいか考えてみましょう。 
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テーマ『在宅看護について考える』 

 
概 要： 地域包括ケアシステムが推進されている今、従来の病者中心ではなく、人々が

地域で生活・療養することを基盤に据えた看護がますます注目されています。生活者の

視点でその人らしい暮らしを生き切るための看護や、それを支える家族支援ついて考え

ていきます。 

計 画： このゼミでは、毎回、１つ程度の話題を提供し、在宅看護や介護における身近な

問題、課題について話し合いながら、理解を深めていきたいと思います。 

メッセージ：生活者とその家族が地域で暮らしていくためのニーズが、多岐にわたることを

実感できる場になればと思います。 

前田
ま え だ

 和子
か ず こ

 原則毎月第 3 または第 4 土曜日 9 時 30 分～ 

 

 

茨城学習センターの歴代所長・客員教授等によるゼミ全 14︕茨城学習センター所属学生であれば無料

で受講できます。興味のある方、途中から参加してみたい方は事務室（℡029-228-0683）までご連絡

ください。月ごとの日程を茨城学習センターのホームページに掲載しておりますので、確認してください。 

日程は変更となる場合があります。  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/ibaraki/ 

 

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/ibaraki/


 

概 要：(1)統計学の基礎を終えたみなさんと、塩見先生と一緒に、一歩進んだ統計学と手法を

学びます。今話題になっている「ベイズ統計学」を本気で身につけていきます。ベイズ統計学

は、100 年以上研究・利用されてきた現在の統計学とは、その基礎概念が少し異なっていて、

若者に人気のある統計学と手法です。計算速度の速くなったPCを誰でも使えるようになった恩

恵を試してみませんか！ (2)社会現象や自然現象から研究テーマを見つけ、統計的手法を利

用して問題解決に取組みます。勉強したい方も、研究したい方も大歓迎です。 

計 画：毎月 1 回のゼミで、塩見先生が用意してくださるテキストを元に、専任の講師が講義を

行い、また研究の討論・発表を促します。 

メッセージ：新しい統計学を勉強しながら、自分が持っておられるテーマや疑問を、統計的手法

を通じて解決してみようと思われる方はどうぞ！ みんなで楽しみましょう。 

テーマ『実用統計学(Advanced Statistics)』 塩見
し お み

 正衛
ま さ え

 原則毎月第 1 日曜日 9 時 30 分～ 

 

概 要：塩見先生と一緒に、統計学の基礎を学びます。統計学も計算用プログラムも一から勉強

する絶好のチャンスです。ゼミでは、平均やバラツキの表し方、身長と体重のような連続数、人数

や個数など不連続数の扱い方などから勉強を始めます。身長や体重のように関連する 2 つ以上

の形質の相互関係を把握できる手法の勉強などの方法とそのプログラム利用へ進みます。 

計 画：(1)山田剛史・杉澤武俊・村井潤一郎著「R によるやさしい統計学」(オーム社)をテキストに

勉強を始めます(テキストは各自ご準備ください)。(2)毎月 1 回のゼミで、上記テキストに沿って、

専任の講師が講義を行い、みんなで演習を行います。次回の学習内容、日時、場所は事前に E-

mail で連絡します。 

メッセージ：(1)普段に、アンケート調査や伝染病の広がりなど、新聞で見られる数字をより正確に

理解できるようになり、身の周りのデータを自分でまとめたいと思うようになります。 (2)統計学の

世界を覗き、フリーの統計言語“R”の学習を手段に、統計にはまり込むまで、応用範囲を広げて

下さい。基礎も演習も、先を急がず、じっくり学習します。過去に学んだ経験のある人もどうぞ。 

テーマ『初歩の統計学(Basic Statistics)』 塩見
し お み

 正衛
ま さ え

 原則毎月第 3 日曜日 9 時 30 分～ 

 

小野寺
お の で ら

 淳
あつし

 原則毎月最終水曜日 15 時 00 分～ 

概 要： これまで城下町であった水戸市中心市街地の武家屋敷、老舗を探して訪ね、聞き

取りを行ってきました。まだ、十分ではないので、これからも続けますが、大正期などの明

細地図などをもとに近現代における変化を調べます。 

計 画：①武家屋敷の名残がみられる屋敷地分布の作成、②江戸時代創業の商家、職人

の分布図と老舗の変化、③これらの変化はいつ起こったのかを、聞き取りの中から考察し

ていきましょう。  

メッセージ：個人的な興味から始め、参加している内に自然に調査の仕方を身に付け、最後

は調査結果を理論的に整理して、互いに語り合う学問を体験してみましょう。 

テーマ『城下町水戸の近現代における変化』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

佐藤
さ と う

 和夫
か ず お

 原則毎月第 2 木曜日 13 時 30 分～ テーマ『ドイツ文学をやさしく読んでみる』 

概 要：前半は文法を中心として初級の練習問題を全員で検討します。後半は近代から現

代のドイツ文学作品をやさしく書き改めたテキストを講読していきます。  

計 画：テキストは、 

前半：Schritte neu Grammatik, (Hueber) CEFR A1-B1 

後半：F. Schiller,“Die Räuber“, (ELi) CEFR B1 

です。 

メッセージ：「急がず休まず」（ゲーテの言葉）歩みを進めていきましょう。 



 

概 要：発声法というものがなぜ必要なのかを理解し、様々な発声法について考えます。発

声練習を継続して行うことで技術を身に付け、楽曲に適した演奏ができるよう試行してい

く。まずはイタリア語の曲から始め、日本語の歌を的確に表現できるようになることを目指

します。 

計 画：毎回まず発声練習から始めます。ただ音型を繰り返すのではなく、それぞれ何を目

的にした練習なのかを理解して取り組む。その後、練習曲、イタリア歌曲、その他の外国語

歌曲やオペラアリアなどを扱っていきます。なぜ外国語の歌から始めるのかを歌うことで理

解し、日本語の歌に移ります。 

メッセージ：いい声を生まれつき持っているのは恵まれたことですが、それだけでよい歌が

歌えるわけではないし、良い声を作るための技術が発声法です。主に歌声について学んで

いきますが、もちろん普段の話し声にも役立ちます。楽しく腹の底から声を出しましょう。 

テーマ『西洋音楽の伝統的な発声法を研究、身に付け、楽曲に適した歌唱を行う』 

谷川
たにがわ

 佳
よし

幸
ゆき

 原則毎月第 2 火曜日 13 時 30 分～ 

 

概 要：中学校から英語を学んでいるが英語を話せない。文法を気にし過ぎ、 中々言葉

として出せない。そこで文法などを気にせず、出来るだけ易しい単語を用いて口に出すこ

とから始めよう。例えば：When did you get up this morning ?(今朝何時に起きましたか?) 

I got up at seven.(7 時です)のように昔学んだ易しい単語を用い、文章を口に出して他の

人に伝える、これが基本です。 

計 画：しばしば用いられる英語フレーズに基づき、知っている単語を使って短時間で自

由に文章を作成し発表する。それについて参加者が英語で自由に質問する。 

メッセージ：参加者は 50 歳から 70 歳過ぎの方々5～6 人で、和気あいあいと楽しくやって

います。どなたでもお気軽にどうぞ。 

テーマ『やさしい英会話教室』 白石
しらいし

 昌
まさ

武
たけ

 原則毎月第 2 または第 3 土曜日 9 時 30 分～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉
ち ば

 真由美
ま ゆ み

 原則毎月第 3 木曜日 13 時 30 分～ 

概 要：江戸時代の村や町の史料を読みながら、当時の社会を学んでいきます。人々の努力

や意識を、史料に書かれた語句や文章から丁寧に読み解き、またそれぞれが調べた内容を

持ち寄って知識を深めたいと思います。 

計 画：茨城県内にあった村や町を対象に、すでに活字として刊行されている史料の講読から

始めます。くずし字の解読も初心者向けの古文書から始めていく予定です。 

メッセージ：くずし字にも挑戦して、古文書解読を進めます。難しいと思うかもしれませんが、 

悩みながらも楽しんで学んでいきましょう。 

テーマ『近世の史料や古文書を読む』 

 

瀧澤
たきざわ

 利
とし

行
ゆき

 原則毎月第 1 または第 2 土曜日 10 時～ 

概 要：現代日本の医学は、世界でも最先端の進歩を遂げていますが、ここまでの発展をみ

るまでには、中国医学、オランダ医学、イギリス医学、ドイツ医学、そしてアメリカの医学など

世界のさまざまな医療文化と医学の影響を受けてきました。このゼミでは、そんな日本の医

学と医療の変遷をさまざまな角度からみていくことにします。 

計 画：大きく分けて、江戸時代までの医学の流れと明治維新以降の医学の流れをみなが

ら、前近代の日本人の身体や医学のとらえ方、オランダ医学の影響、明治維新以降のドイツ

医学の影響、感染症と細菌学、結核と日本人、戦争と日本医学、アメリカの医学と戦後日本

の医学、麻薬・覚せい剤と日本社会、脳死と臓器移植などを取り上げていきます。 

メッセージ：医療は私たちの身近な問題です。しかし、その医療の考え方や技術の一つひとつ

には人類の長い歴史が反映されています。医学と医療の歴史を知ることによって、自分たち

が受けている医療の意味がより広く、深くできるようになると思います。少し難しい問題を取

り扱いますが、興味があれば一緒に考えてみましょう。 

テーマ『日本の医療史』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申込みは事務室までご連絡ください 

（年度ごとにお申込みが必要です） 

渡邉
わたなべ

 邦夫
く に お

 原則毎月第 2 日曜日 9 時 30 分～ 

概 要： 哲学の幸福にかんする考え方を、古代ギリシャなどのいくつかの立場をみなが

ら検討します。参加する方がこれまで考えてきたことを表現したり、より明確にしたりする

ための助けになるような考え方を紹介します。 

計 画：短いテキストを読んで哲学の幸福論にふれて、人生にどう生かせるか考えてみる

という授業をします。哲学や文学やそのほかの領域からテキストを選びます。生活実感

に近い問題から入りますから、哲学の学習経験がなくとも大丈夫。 

メッセージ：「幸福の専門家」はいません。自由に話しましょう。 

テーマ『幸福について考える』 

 

羽
は

渕
ぶち

 裕
ひろ

真
まさ

 原則毎月第 2 または第 3 土曜日 9 時 30 分～ 

概 要：最近では、データ駆動、DX、DS、Web3.0、AI、IoB などの言葉が未来社会を見据え

る上で重要になっています。これらの言葉の理解を深めるとともに、これらはデジタル情報

がキーになっていますので、情報・データの理解を深めます。このゼミでは、簡単なプログ

ラムを作成したり、話し合いながら理解を深めていきたいと思います。 

計 画：Python や Excel の使い方から始め、提示されたプログラムの動作を確認しながら

プログラムへの理解を深めます。例えば、リンカーンの演説文を題材にアルファベットの出

現確率を求めたり、それを使って「bit」という言葉を理解したりします。毎回のゼミでは、皆

さんとの意見交換やプログラム作成を通してデータ駆動型社会への理解を深めます。  

メッセージ：言葉は時代とともに変わりますので、その言葉により今を知り、未来を創造／想

像できるかもしれません。空想の馳せる限りに思いめぐらしてみましょう。Python や Excel

などでプログラムを作成したり、楽しみながら理解を深めましょう。 
 

テーマ『情報通信・ネットワークの基本を知ろう』 

 

 

水口
みずぐち

 進
すすむ

 原則毎月第 3 日曜日 9 時 30 分～ 

概 要：発達障害には自閉スペクトラム症、注意欠如多動症、特異的学習症が含まれま

す。それがわかるのが多くは幼児期です。最近は大人の発達障害が話題になっていま

す。幼児期、児童機期、青年期、それぞれの時期における発達障害のありようについ

て、調べ、考え、みんなで話し合い、発達障害についての理解を深めましょう。 

計 画：発達障害について、みなさんが今もっている知識を知り、みなさんに調べてほし

いテーマを与えます。調べたことを報告してもらい、それに対して私が事例をまじえなが

ら解説を加えていきます。皆さんとの討論を大事にします。また自閉症児を兄弟にもつ

方のために書かれた本（英文）を講読する時間ももちたいと考えています。 

メッセージ：発達障害について簡単に書かれた本（新書版）がたくさんでていますので、数

冊読んでみるようにしてください。しかしその知識を深めるには論文を読む必要がありま

す。論文の探し方についてもこのゼミで学んでいきましょう。 

テーマ『発達障害について考える』 


